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超伝導検出器を用いた原子分子ビーム計測に向けて 
 
 極低温静電型イオン蓄積リング(RICE-ring)において、超伝導遷移端(TES)マイクロカロリメ

ータを、原子分子衝突からの中性生成物（原子・分子）の質量測定に応用する計画を進めて

いる。本検出器は、入射粒子によって生じた吸収体における微量な温度上昇を、物質の常伝

導から超伝導への急激な抵抗変化を利用し高感度で測定する熱量計である。有効面積は素子

当たり~0.1 mm2と小さいが、近年の多素子化技術の発展により 20 mm2超を達成している。こ

れまで 240 素子 TES を高分解能 X 線検出器として利用し、量子ビーム実験への応用実績[1,2]
を積んできた。ここでは「光子」ではなく「粒子」の検出に応用する。本ポスター発表では、

この多素子 TES 検出器の概要と本実験計画を紹介する。 
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